

















































































































補論｢バラク･ H ･オバマ(Barack Hussein Obama, Jr.)｣では､オバマ大統領の経
歴を詳細に述べている｡具体的には､オバマの出自と生い立ちから､家庭環境､大学時代､
職業経験､そして大統領までの政治経歴を概観し､趣味･エピソード､さらには､ファー
スト･レディとなったミッシェル夫人の経歴にも触れている｡以上､本書の内容を紹介し
た｡
Ⅲ.本書において著者は､ブッシュ政権が､ 8年の任期中に生じた問題に対してどのよう
に対処したかという点を､理解しやすく､簡潔に記述している｡著者の取り上げた多岐に
わたるトピックは､ H常的にメディアなどで伝えられたものを多く含んでおり､米国研究
-24-
者だけでなく一一一般読者にとっても､興味深いものばかりであるo
ブッシュとオバマの違い､特に､彼らが辿ってきた経歴の違いを､両者について詳しく
記述している部分は､興味深い部分である｡何故なら､異なる経歴の中で､育った環境､
直面した問題に対して､各人がどのように対応していったかを追うことで､両者が政治家
になった際に表明した言動･思想の淵源を垣間見ることができるからである｡ -一一･万､両者
がともに､米国社会のエリートであることも述べている｡つまり､東部エスタブリッシュ
メントで政治家を多く輩lL_l=ノてきた名門の出のブッシュ､ ･万､カッコつきでの｢黒人｣
であり､米国社会の多様性の象徴と見られがちであるオバマ､この両者の共通点を指摘す
ることで､より複合的な視点を提供している｡
本吉は､著者が述べているように､一一般読者向けに単行本､雑誌および新聞などに掲載
したものを集めた"評論集"であり､記述が重複している箇所が見られる｡また､年代記
的な叙述方法を用いている箇所では､読者に対しては読みやすく理解が進みやすいものの､
政治事象は1年で完結するとは限らない,,例えば､ブッシュ政権の政策に関して､外交政
策､特に9.11同時多発テロから､アフガニスタン攻撃､そしてイラク戦争への経緯ならび
に評価､さらに､外交政策を主導したブッシュ政権内部のいわゆる｢ネオコン｣について､
著者は､詳細な記述､分析を試みているo　他方で､国内問題に関しては､ ｢移民問題｣､
｢社会保障改革｣などを取り上げてはいるものの､それらの米国社会での背景や政策の帰
着について､必ずしも明確に述べられてはいないし-
また､ ｢金融安定化法案｣については､それまでにブッシュ政権が採用していた経済政
策を大きく転換せざるを得なかった､ ｢市場の『社会主義化』｣方針を採った背景､さらに
は､連邦議会における成t'i_過程で､減税による景気浮揚､財政赤字の更なる増大および増
税への懸念などの意見があるなかで､法案が成立にいたった背景の説明がみられなかった｡
著者は､米国政治における｢コンサバテイブ｣から｢リベラル｣への転換吋能性について
触れている｡そうであるならば､法案成立の背景により詳しく言及することにより､ ｢金
融危機｣対策にも現れた､米国政治の転換の可能性をより強調出来たのではないかと思わ
れる｡
ともあれ､本書は､ブッシュ政権に関して多岐にわたるトピックを検討している点でも､
卜分に評価に値するものである｡歴代大統領は､その任期を終えた時点から､好むと好ま
ざるとに関わらず､歴史的な評価にさらされるしっ　当然のことながらオバマ大統領も､今後
その政策の評価が問われることになる｡それでは､ブッシュ大統領は､どのように評価さ
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れるのか｡)本書は､これから始まるであろう大統領の評価の一助となるであろう｡
(すえつぐ　としゆき　専修大学大学院法学研究科　任期制助手)
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